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肉腫Kaposi 1. 
飯谷稲子(千大) 
45才，男。主訴，右下腿の潰蕩。初診昭和 43年 1月 
26日。肺結核， 結核性股関節炎， 背椎カリエスにて 16
年間入院加療。 10年前右上肺葉切除。 昭和 43年 7月頃
右下腿内頼3横指上部に小指頭大の暗紫色斑を生じ，自
覚症なく放置しておいたところ 2ヵ月後同皮疹に一致し
て潰蕩形成。軟膏治療受くも漸次拡大傾向にあり当科入
院。右下腿内穎 3横指上部に手掌大の浸潤の中心にくる
み大の潰、虜面形成。表面に黄色膿苔を付着，浮腫性。左
外側上頼直上には小豆大の暗赤色紅斑数個ある。右ソケ
イ部に小豆大のリンパ節 1個触れる。組織学的に血管腫
様部分と繊維肉腫状病変が混在してあり，細胞聞にはび
まん性に出血像がみられる。切除リンパ節は慢性炎性反
応像を認めるのみであった。検査成績は胸部 x-pにて
加療形成像をみるほか着変なく，血液像，内臓にも特別
の変化はみられない。治療はプレオマイシン総計 195mg
静注後潰鹿部広範囲切除およびリンパ節廓清，中間層植
皮術施行。術後エンドキサン総計 36g内服にて目下経
過観察中。 
2.最近 3年間の熱傷の検討
菅原宏・藤田優(千大)
昭和 41年から昭和 43年の 3年間にわれわの外来を訪
れた熱傷患者について統計的観察を行なった。 
1) 3年間の熱傷患者総数 288名，救命的ないし整容
的目的のため入院を要したもの 60名 (21%)，男女比= 
1 : 1，患者総数に対する割合 1.5%であった。 
2) 季節別では寒冷期に 66%，温暖期 34%で温暖期
熱傷増加傾向を示した。 
3) 年令的には 0 才~4 児， 15~20 才代， 21 才~25
才代に 2 峰性のピークを示した。 0~4 才児の熱傷は全
体の 34%を占める。 
4) 深度と範囲の相関では， 1度 10%以下のものが
最も多く，ついで、 111度 10%以下， 11度 20%以上の順
であった。 
5) 原因別ではボツトの湯によるものが最も多く，つ
いで熱性金属接触であった。稀なものとして花火の引
火，電気コンセント，プラスチックレイへの引火などが
あった。 
6) 予後について，平均治癒日数から見ると第 I度4 
~17 日，第 11 度平均 21 日， 第 111度平均 61日であっ
た。癒痕形成の観点から見ると 11度 3週以前に治癒し
たものはほとんど癒痕を形成せず， 4週以上を要したも
のは全例癒痕化した。 111度は全て癒痕となっている。
また当院受傷までの日数が長いほど等比級数的に癒痕化
は著明であった。
〔討論〕
斉藤(恭) 広範囲の熱傷の場合，挿管麻酔による処置
を必要とすることがあるが，その際サクシンなどの
筋弛綜剤を使用する時の注意は?
菅原私達も原則として，広範熱傷・小児熱傷の場合
全麻下に中間層植皮を行なっている。ご指摘のよう
な事実は今のところ経験していないのでなんとも申
し上げられないが，フローセン麻酔下にアドレナリ
ンを止血目的に使うのは禁忌だと聞いている。麻酔
医とも相談の上今後検討してみる。 
3. Mycosis fungoidesの一例
滝沢和彦・西村和子(千大) 
59才，男子。初診は1969年4月 23日， 32才の時口蓋扇
桃切除術を受けた。家族歴は特にない。 1968年 12月頃に
両耳介から始まった痘痔性皮疹，嘆声を主訴として来院
した。入院時には両耳介に湿疹性変化を認め，両眉毛部
には境界鮮明な軽い浸潤のある円形の鮮紅色紅斑，被髪
部，鼻翼，下顎，頚，項には鱗屑一部に黄色痴皮を有する紅
褐色の扇平隆起性あるいは辺縁隆起性の大小の浸潤局面
を認めた。四肢関節突起部，手背足背にも同様の更に浸
潤の強い局面をみた。全身の表在性リンパ節は腫脹し，
肝牌は触れなかった。 l万台の白血球増多，好酸球増多，
軽い左方移動があったが，骨髄像，胸部線その他の一般
検査に異常はなかった。組織学的には乳頭層より真皮深
層に及ぶ密な細胞浸潤があり，浸潤細胞は組織球，細網
細胞，いわゆる mycosiscell， リンパ球， 好酸球， 形
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質細胞，核小片からなり，表皮には Pautrierの微小膿
療が見られた。リンパ節は正常構造は失われ，真皮と同
様の細胞が見られた。
〔討論〕
山崎(勲) Mytoseを起こしている，いわゆる典型的
なお1:ycosiszellenはなかったか。
西村 スタンプ標本では存在した。 
4.結節性黄色腫の一例
番場秀和(千大) 
37才，男。昨年 10月来関節痛あり。同胞に黄色腫を
思わせる所見なし。約 3ヵ月前から両側下眼験内側に扇
平な腕豆大の淡黄色斑を，ついで右肘頭部に底とは可動
性の揖指大の弾性軟の隆起性結節が出現した。自覚症は
なかった。体格中等度で，やや肥満体である。一般臨床
検査成績では， RA(+)， 血清の総コレステローJレ341
，._500mg/dl，s-Lipoprotain270，._，355mg/dlの異常高
値， E.K.G.に QRSの著しい分l肢， 分裂像をみた。
しかし，末柏、血液所見，関節部レ線像，肝機能，空腹時
血糖，糖負荷試験，尿一般検査，梅毒血清反応などは尋
常であった。組織像:表皮直下から真皮深層に Touton
型巨細胞を混じて， foam cellが多数みられ，ズダン 111
およびナイル青染色陽性であった。炎症性細胞反応はな
かった。 B2酪酸エステJレ180mg経口投与，経過観察中
である。なお，同胞の l人，およびその子供に同様の血
清脂質のパタ{ンを示すものがあった。 
5. Bowen氏病
市川 泊告(旭中央) 
44才，女子。約 4年来左足内側面の内頼直下に厚い鱗
屑を被る暗赤色の角化性ピラン局面あり。漸次増大しウ
ヅラ卵大の病巣となる。軽度の癌痔を伴い慢性湿疹とし
て加療を受けていた。組織学的に過角化，有糠層肥厚，マ
ルビギ一層における異型性細胞の不規配列)， malignant 
dyskeratosis，真皮上層の小円形細胞浸潤などを認め
る。基底層は正常に保たれ，真皮への invationはみら
れない。 
6.最近経験したこ，三の症例について
斉藤恭一(山形県立中央)
症例 1，口腔内に発生したロイコブラキーと思われる
例 1，放射線療法，ブレオマイシン療法でも不変であっ
た。組織学的にもロイコブラキーと診断された。
症例 2，19才の女子，生来極めて低鼻，鼻背はほとん
ど痕跡的，上口居の内側より鼻腔内に到りモデリングを
用いて形成した症例。
症例 3，顔面の扇平上皮癌にブレオマイシン療法を行
ない完治した症例。
症例 4，女子にみられたカーターベルトの当る部分に
発生した凍癒例。 
7.薬疹について
松葉幹夫(千大)
過去 3年間に当科を訪れた薬疹患者につき簡単な統計
的考察を行ない，あわせてその臨床形態，検査所見につ
いて報告した。 
8.冨Ij腎皮質ホルモンの作用機序
田辺義次(千大)
抄録未提出 
9.皮膚科領域におけるレントゲン治療
木村英夫(千大) 
Dermopan治療の適応効果と遠隔予後と遠隔照射法
について述べた。 1965年および67年度に Dermopan
治療した合計419例について，その良性炎症性疾患に対
する適応と効果をみると 10または 29Kv， 1回線量 80
，._100 R， 1週 l回， 1クー Jレ400，._500Rの照射で平均 
70%に有効であった。次に 1931，._1943年聞に 60または 
80 Kv， 1クール 5Hで， 数年にわたり 5，000R前後照
射したものもあるが，これらにアンケート調査したとこ
ろ657名中慢性レ線障害と推定されるものが 4%あっ
た。死亡した 234名中白血病， レ線癌が各 l例あった。 
1958，._1960年に Dermopan10または 29Kvで治療し
た血管腫の約 10後の予後調査を 106名について行なっ
たところ，照射総線量 2，000R以上では障害が起こり
やすいことがわかった。遠隔照射法， Dermopan 50 
Kv， non五lter，FSD，2 m， 1回線量20，._30R，1週 
3回， 1クール 200，._300Rという少線量で紅皮症乾癖な
ど39症例に試みたところ，著効 22，有効 6，軽快 9例
でこれまでの報告と同程度の効果を得た。 
10. 10年間の皮膚疾患の統計
林 易，副島訓子(厚生中央)
抄録未提出
